
注：一般世帯及び一般世帯人員で集計�
資料：国勢調査�

増える単独世帯�

世帯人員別世帯数�

1世帯当たり人員�

0
1985

16.8

9.7

8.5

11.1

7.3

53.3 54.6
57.9

2.73

2.62

2.47

1990

18.0

10.8

8.8

10.7

6.3

1995

20.6

12.5

9.4

9.9

5.5

10

20

30

40

60

50

2.4

2.6

2.8

（人）�

（万世帯）�

（'85）�
147.9 146.4

104.8�
(71.6)

21.5�
(14.7)

20.2�
(13.8)

19.2�
(13.9)

30.4�
(22.0)

88.5�
(64.1)

79.9�
(60.9)

33.6�
(25.6)

17.7�
(13.5)

138.2
131.2

資料：「21世紀・京都のグランドビジョン」人口問題調査研究報告書（1998年）�

常住人口・年齢3区分別人口の見通し�

人口減少傾向と進む少子・高齢化�

0
1970 1980 1990

実績� 推計�1995

2000 2010 2020

2025

20

40

60

80

100

120

140

（万人）�

資料：市政総合アンケート報告書（1999年度／第4回）�

定住希望率は86.0%
問：転勤や結婚，その他やむをえない事情がないことを前提として
お答えください。�
あなたは，今お住まいのところに将来もずっと住み続けたいと
思いますか。�

0

70歳以上�

60歳代�

50歳代�

40歳代�

30歳代�

83.2 10.6 1.8
2.91.5

78.2 13.7 2.6
3.9 1.6

70.2 18.7 6.5 0.0
4.6

52.7 27.5 10.3 9.2 0.4

43.8 37.5 12.0 6.4 0.4

20歳代� 45.0 32.7 12.0 10.0 0.4

女� 61.8 23.6 8.0 1.15.5

男�

全体�

64.9 22.1 6.7 0.65.7

63.2 22.8 7.4 1.25.5

20 40 60 80 100

充実感を感じるとき�

「充実感を感じるとき」は�
　　　　　趣味・スポーツや家族との団らん�

問：あなたが，日頃の生活の中で，充実感を感じるのは主にどのよう
なときですか。�

今後の生活の力点�

問：あなたは，今後の生活において，特にどのような面に力を入れて
いきたいと思いますか。�

趣味やスポーツに熱中しているとき�

家族団らんのとき�

ゆったりと休養しているとき�

友人や知人と会合，雑談しているとき�

仕事にうちこんでいるとき�

勉強や教養などに身を入れているとき�

社会奉仕や社会活動をしているとき�

47.9

44.8

40.6

38.2

37.7

20.7

9.0

0 10 20 30 40 50 （%）�

（複数回答）�

0

衣生活� 4.6

社会奉仕や社会活動� 15.0

住生活� 22.7

勉強・教養� 23.1

食生活� 25.3

仕事� 30.2

友人や知人との親交� 40.8

趣味・スポーツ� 43.0

家庭・家族� 50.1

10 20 30 40 50 （%）�

（複数回答）�

資料：「21世紀・京都のグランドビジョン」市民3万人アンケート調査報告書�
　　　（1998年）�

2

1 3

4

（　）内は構成比，％�

（%）�

総人口�

65歳以上�

住み続けたい� できれば市内に住み続けたい�

できれば市外に移りたい�

分からない�

無回答�

0～14歳�

15～64歳�

5人以上�

4 人�

3 人�

2 人�

1 人�
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「谷」が浅くなる女性の年齢階級別就業率�

注：就業率は，年齢階級別女性人口総数に対する女性就業者（休業者を含む）の割合�
資料：国勢調査�

（％）�

70

60

50

16.5

61.9
62.4

40

30

20

10

0
15～19歳� 25～29歳� 35～39歳� 45～49歳� 55～59歳�

20～24歳� 30～34歳� 40～44歳� 50～54歳� 60～64歳�
65歳以上�

（数値は1995年分）�

50.0

53.0

60.2
63.3 62.1

54.4

38.3

15.8

政治・経済活動への参加�

法律や制度�

社会の慣習やしきたり�

家庭生活�

賃金や待遇�

雇用の機会�

学校教育� 39.6

18.6

12.9 34.4 32.4 8.5 9.3

34.2 26.8 8.8 9.3
2.3

2.5

2.1

8.4 25.2 29.0 23.5 6.2 7.7

13.3 33.5 36.6 5.9 8.6

11.0 24.8 24.1 17.2 13.9 9.0

8.5 23.2 26.5 18.9 14.0 8.9

33.0 5.3 10.9 9.2
2.0

問：あなたは，次のそれぞれの分野について，女性と男性は平等に
なっていると思いますか。 

社会慣習や雇用条件の中に残る男女の不平等感�

資料：男女共同参画に関する市民意識実態調査 ―1次集計―（2000年）  

0 4020 60 80 100

外国籍市民の被差別経験（過去と現在）�

問：あなたはふだんの生活のなかで外国人ということで日本人から差
別されたと感じることがありますか。�

資料：京都市在住外国人意識・実態調査報告書（1997年）�

（単位：％）�

8.8

34.4

39.6

17.2

現 在�
（N=815）�

31.1

35.3

23.3

10.3

過 去�
（N=827）�

64.4
8.3

8.0

4.8
3.9

10.6

（単位：％）�

カウンセリング�
内容別内訳�
（1999年度）�

24.1

15.1

14.6

41.8

4.4

（単位：％）�

長期欠席者の�
理由別内訳�
（1999年度）�

教育に関するカウンセリングの内容�

カウンセリング内容の約3分の2が不登校に関す
ること 

注：永松記念教育センターにおけるカウンセリング内容�
資料：教育委員会�

長期欠席者の理由�

注：長期欠席者は，市立小・中学校における30日以上の欠席者�
資料：教育委員会�

5

6

7

8

1-1

2-2

1-1

1-1

p24

p24

p44

1-1

1-3

p24

p34

p24

（%）�

1995年�

不登校�

無気力�

その他�

いじめ�

その他�

神経症・心身症�

集団・友人関係�

子育て全般�

複合的理由�

不安など情緒的混乱�

学校生活上の影響�

よくあった�

ときどきあった�

よくある�

ときどきある�

あまりない�

まったくない�

あまりなかった�

まったくなかった�

1980年�

平等である� わからない�

ある程度平等である�

やや不平等である�

不平等である�

無回答�

1965年�
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障害者のスポーツ・文化活動への参加率�

障害のあるひとの社会参加は6人に1人程度 

資料：身体障害者実態調査・知的障害者実態調査�

問：あなたは，現在なんらかのスポーツや文化活動などに参加して
いますか。�

（単位：％）�

17.7

75.0

7.3

知的障害の�
あるひと�
（1996年）�

16.2

75.3

8.5

身体に障害�
のあるひと�
（1996年）�

9

1-2

進む精神保健福祉施策 10 1-2

0
1995 1996 1997 1998 1999

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（人）�

4

6

8

10

12

（千件）�
精神通院医療費公費負担受給者数�

精神障害者保健福祉手帳交付者数�

5.9

7.1
8.1

9.5

11.1

102 196

145

227

403

738

1,181

2,211

3,201

74
397

606

239

336
615

1,131

465

777

1,539

885

注：1～3級は障害級数　級数が低いほど障害の重度が高いことを示す�
資料：保健福祉局�

注：1. 要援護高齢者実態調査（1998年10月1日）時の介護保険給付対象者数�
　　　の高齢者人口に占める割合に基づく推計�
　　2. 「介護保険給付対象者数」は65歳以上の給付対象者のみ�
資料：保健福祉局�

介護の必要な高齢者は増加�

高齢者数（65歳以上）の見通し�

介護保険給付対象者数の見通し�

24
2000

24.6

28.9

2001

25.1

29.6

2002

25.6

30.2

2003

26.1

30.8

2004

26.7

31.5

25

26

27

（万人）�

28

30

32

（千人）�

2-111

低下する合計特殊出生率�

注：合計特殊出生率は，1人の女性が15～49歳の間に産む平均の子ども数�
資料：京都市統計情報�

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

（人）�

1970

2.13

1.89

1.66

1.54 1.55

1.38

1.25 1.23

1.91

1.75 1.76

1.54

1.42
1.38

1975 1980 1985 1990 1995 1998

2-212

p29

p29

2-1 p39

p39

p44

参加している� 参加している�

3 級�

2 級�

1 級�

参加していない� 参加していない�

不明・無回答� 不明・無回答�

全  国�

京都市�

71第1章／関連データ 1



資料：京都市子育て実態調査（1996年）�

理想と現実の子どもの数�

理想より少ない現実の子どもの数�

問：あなたがほしいと考えているお子さんの数は何人ですか。「理想
のお子さんの数」と「現実的なお子さんの数」についてそれぞれ
お答えください。�

理想より現実の子どもの数が少ない理由�

問：「理想のお子さんの数」よりも「現実的なお子さんの数」が少な
い理由として当てはまるものを，3つまで選んでください。�

0

現 実�9.0 56.2 28.8 5.1

0.9

理 想� 28.8

2.1

53.1 14.2

1.8

20 40 60 80 100

保育サービスが不十分� 6.6
出産や子育てに自信が持てない� 8.5

配偶者などの家族が保育を手助けしてくれない� 11.3
自分自身の生活を楽しみたい� 12.4

出産や子育ての精神的負担が大きい� 16.2
仕事と子育ての両立が困難� 21.7

食費，被服費の負担が大きい� 27.6
父母の年齢，体質などで出産，育児の負担が大きい� 37.4
教育費（塾，習い事）の負担が大きい� 38.1
住宅が狭い，ローンの負担が大きい� 39.8

0 10 20 30 40 50

2-213

242.2

125.6

98.9

77.6

24.8

2.2

（人口10万人当たり）�

主要死因別死亡率�

増える生活習慣病�

1950 19991960 1970 1980 1990

注：1990年まで「肺炎」は「気管支炎」，「不慮の事故」は「有害作用」を含む�
資料：京都市衛生年報    
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2-314

0
1965 1975 1985 1990 1995 1999

20
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80

（万トン）�

0.5

1.0

1.5

(kg)

増えるごみ処理量�15 3-1

1人1日当たり排出量�

10

17

27

0.54

21

28

49

0.95

26

32

58

1.07

35

36

71

1.33

42

36

78

1.46

45

35

ごみ処理量�

1.50

資料：環境局�

80

注：民生部門とは，一般家庭や事務所・店舗などを示す�
資料：京都市地球温暖化対策地域推進計画（1997年）�

全国と比較して高い民生部門の二酸化炭素排出割合 

京都市�
（1990年）� 52.9

26.4

38.7

19.8

13.4

1.7

19.0

18.1

3.9
6.2

（単位：％）�

全 国�
（1990年）�

3-1

16

p44

p48

p53

p53

（%）�

（%）�

4人以上�

家庭系�
ごみ�

事業系�
ごみ�

結 核�

肺 炎�

脳血管疾患�

不慮の事故�

悪性新生物�

心疾患�

無回答�3人�2人�1人�

廃棄物� 廃棄物�
その他� その他�

産 業�

民 生�

民 生�

運 輸�

産 業�

運 輸�
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注：1. 大都市平均は，仙台市，千葉市を除く10政令指定都市及び東京都区部�
　　　の単純平均�
　　2. 都心4区とは上京区，中京区，東山区，下京区を指す�
資料：住宅・土地統計調査�

他都市と比較して依然高い戦前住宅率�

0
京都市� 都心4区� 大都市平均�
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34.9
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4.6
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15.9

11.8
8.8

40

50

（%）�

狭あいな道路に接する住宅の割合�

資料：住宅・土地統計調査�

5.9

29.7

62.8

1.6
幅4m未満�
　37.2

（単位：％）�

敷地に�
接している�
道路の幅員�
別住宅数�
（1998年）�

資料：消防局�

他都市と比較して低い火災発生率�
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（人口1万人当たり・1999年）�
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資料：京都府警察本部  犯罪統計書　�

増える犯罪認知件数�18

19

20

213-2

3-2

3-2

3-3

17
京都周辺の過去の大地震�

内陸型地震の被害想定（1998年）�

注：発生する季節や時間帯により出火件数，人的被害規模が異なる�
資料：京都市地域防災計画�

活動期にある京都の活断層�

花折断層系�
47km�
7.6�
275,800棟�
88～320件�
4,800～�
7,700人�
47,100～�
75,400人�
約39万戸�
約14万戸�
約58万戸�

西山断層系�
42km�
7.5�
136,500棟�
22～83件�
900～�
1,400人�
18,300～�
28,500人�
約26万戸�
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約47万戸�

黄檗断層系�
25km�
7.1�
162,800棟�
34～124件�
1,500～�
2,400人�
23,700～�
36,900人�
約27万戸�
約13万戸�
約42万戸�

想定地震�
断層の長さ�
マグニチュード�
建物被害（全半壊）�
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 水道（断水戸数）�ライフライン
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過去に発生した南海地震�

南海地震の約60年前から約10年後までが�
内陸の活断層地震が起こりやすい活動期�

資料：消防局�
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